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陣書が

災書時

るということは､

は書段以上のハンディとなる｡

加11 年明1 坤 鱒日本犬震災､ 未甘有の大災害の中､ 陣書を持つ

伊 こ野逼塞坤 か浦 野 帥 心に､ 鼓 軋 た陣尊者とそこに
糾わる人々 の肛育をまとめた｡
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地震や津淡から身を守れず､また必要な情報も得られ

｢ ここではとて は 清できない｣ ｢ 月 削こ逢敵中
､けるから｣ と､ 多くの

ニ醸筆者如醸南画紬卸商転麺恕画地 師紅
いたのは∴･ .
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:も､ そこでも大量な不自由が持っ て いた｡

喜藤恕扱 こ曲面畠の如 哺えた鳶轟桓押印 ､ 取り残された 触
き去這‡示妄な帥 を去って い た ｡ 大貫災に翻弄される■雷書ヒその
実熱■亜 ･支♯に# 走する人々 の ､ ■■の日々｡

住み慣れた土地孝姐あ将漣■先で析
ともに故■ へ

■こ =ノ_.■
/
ノr

取り巻くさま

た程生括を夢躇する時､･ 世

れる｡

蒜蒜蒜表蒜蛋蒜ょこ主義抽チ占長い､ 叡 肋 鱒 敬
零細や間欄点が 削 ザネがる｡ -

逃げ適才噸軋々
末日 榊 災と陣書手
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丑作: 剋ヒl 捕 盲芸蒜岩石群
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: 諾 温 u 劇 ｡ せ = 仙｡ 脚

軌 中
~
l ■しく嬢 北■★大十災■書書 脚 へ 用 い合せ 礪 乱､ ｡

★北開★大■災■書■敷■♯■は､ D P 旧本会暮､ 全円自立生活センタ ー 嶋■食 ､ 炒め

1 さ仝とい った■■雷団体檻中心に発足し､ 暮災暮縫からさ書ざ士な支攫清廿竃行なって

書ました｡ 櫨災8 ■に■書雷支■センタ ー 投■､ 最♯♯★の■辻と■迷､ 井暮雷の卦ナ入

れ､ ボランティアの漬遭､ 1 ■所や仮離任篭での■書取り､ 蓼逮支■なと､ 納 の状況に

応 m り甘んで書士した｡

清■竃鶏じ､ 当事■の■竃 牌 すること･ 鋤 ことの必事態檻■じ､ この 棚 伸がスタ ー

トし書した｡ また､ ■災か引馴爬がさつ につれ､ ｢何があったのれ 怠れてはなら如 IJ と■じて

い士す｡ それは決して被災蝿の人々 のためだけではありません｡ 本作毛先じて書■の■■雷

とそのM 儒曽に､ 災書時の■えのあ■性 胞 てい書血 lとも●えてい士す｡ そして､ ♯災先

の 一 日挿 し Ⅶ ヒ■■の書■書間わ 憫 が安心し 積 らせ朝辻食の集札載■います｡
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